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こ
ど
も
家
庭
庁
発
足
、 

こ
ど
も
政
策
に
関
心
集
ま
る

　

二
〇
二
三
年
四
月
一
日
、
こ
ど
も
家

庭
庁
が
発
足
し
ま
し
た
。
長
官
を
ト
ッ

プ
に
、
長
官
官
房
、
成
育
局
、
支
援
局

が
設
け
ら
れ
、
学
童
保
育
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
は
成
育
局
成
育
環
境
課
が

所
管
し
ま
す
。

　

成
育
環
境
課
の
主
な
所
掌
事
務
は
、

学
童
保
育
の
ほ
か
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
等
相
談
支
援
機
関
の
有
機
的
連

携
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実
、

居
場
所
づ
く
り
支
援
に
係
る
企
画
立
案
・

指
針
の
策
定
、
児
童
委
員
で
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

同
年
一
月
四
日
、
岸
田
内
閣
総
理
大

臣
が
、「
年
頭
記
者
会
見
」
で
、「
異
次

元
の
少
子
化
対
策
に
挑
戦
」
と
し
て
、

「
学
童
保
育
」
に
ふ
れ
ま
し
た
（
本
誌

二
〇
二
三
年
三
月
号
「
協
議
会
だ
よ
り
」

参
照
）。

　

会
見
で
は
、
第
一
に
、「
児
童
手
当
を

中
心
に
経
済
的
支
援
の
強
化
」。

　

第
二
に
、「
学
童
保
育
や
病
児
保
育

を
含
め
、
幼
児
教
育
や
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
量
・
質
両
面
か
ら
の
強
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
伴
走
型
支
援
、
産
後
ケ
ア
、

一
時
預
か
り
な
ど
、
す
べ
て
の
子
育
て

家
庭
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
」。

　

そ
し
て
第
三
に
、「
育
児
休
業
制
度
の

強
化
も
含
め
た
働
き
方
改
革
の
推
進
と

そ
れ
を
支
え
る
制
度
の
充
実
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
年
六
月
に
閣
議
決
定
す
る
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太

の
方
針
）」
で
、
子
ど
も
関
連
予
算
を
倍

増
さ
せ
る
道
筋
を
示
す
と
と
も
に
、
児

童
手
当
な
ど
「
現
金
給
付
」
の
拡
大
を

検
討
す
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
だ
よ
り

〈「
こ
ど
も
政
策
の
強
化
に
関
す
る
関
係

府
省
会
議
」
に
つ
い
て
〉

　
「
こ
ど
も
政
策
の
強
化
に
関
す
る
関
係

府
省
会
議
」（
以
下
、関
係
府
省
会
議
）は
、

小
倉
将
信
こ
ど
も
政
策
担
当
相
を
座
長

と
し
、
内
閣
官
房
、
内
閣
府
と
厚
生
労

働
、
文
部
科
学
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
に
直
接
関
わ
る
府
省
に
加
え
て
、

財
務
、
総
務
、
国
土
交
通
各
省
の
局
長

級
ら
で
構
成
さ
れ
る
会
議
で
す
。

　

こ
の
会
議
で
三
月
末
ま
で
に
、「
こ

ど
も
政
策
の
強
化
」
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
た
た
き
台
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
政
策
を
体
系
的
に

検
討
し
、
将
来
的
な
倍
増
を
め
ざ
す
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
事
務
局

注
：
初
会
合
は
二
〇
二
三
年
一
月
一
九

日
）。

　

二
〇
二
三
年
二
月
と
三
月
に
、
計
四

回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
家
族
社
会
学
、

経
済
学
、
社
会
学
、
産
業
社
会
学
、
保

健
福
祉
学
の
研
究
者
や
、
子
育
て
家
庭

を
支
援
す
る
団
体
・
事
業
者
な
ど
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
同
年
三
月
三
一
日
に
開
催

さ
れ
た
第
六
回
の
会
議
で
示
さ
れ
た
の

が
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
に

つ
い
て
（
試
案
）
〜
次
元
の
異
な
る
少

子
化
対
策
の
実
現
に
向
け
て
〜
」（
以
下

「
試
案
」）
で
す
。

　
「
試
案
」
で
は
、「
Ⅲ　

今
後
三
年
間

で
加
速
化
し
て
取
り
組
む
こ
ど
も
・
子

育
て
政
策
」
と
し
て
、「
今
後
三
年
間
を

集
中
取
組
期
間
と
し
て
、『
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
』（
以
下
、「
加

速
化
プ
ラ
ン
」）
に
取
り
組
む
」
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
に
関
連
す
る
こ
と

と
し
て
、「
２
．
全
て
の
こ
ど
も
・
子
育

て
世
帯
を
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
」
の
な
か
に
、「（
４
）
新
・
放
課
後

子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
施
〜

『
小
一
の
壁
』
打
破
に
向
け
た
量
・
質
の

拡
充
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

（
４
）
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

の
着
実
な
実
施
〜
「
小
一
の
壁
」
打
破

に
向
け
た
量
・
質
の
拡
充
〜



75̶協議会だより

○  �
保
育
の
待
機
児
童
が
減
少
す
る
一

方
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
は
依
然
と
し
て
一
・
五
万

人
程
度
存
在
し
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

学
齢
期
の
児
童
が
安
心
・
安
全
に

す
ご
せ
る
場
所
の
拡
充
は
急
務
で

あ
る
。

○  �

こ
の
た
め
、
全
て
の
こ
ど
も
が
放

課
後
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
多

様
な
体
験
・
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
新
・
放
課
後
子
ど

も
総
合
プ
ラ
ン
（
二
〇
一
九
年
度

〜
二
〇
二
三
年
度
）
に
よ
る
受
け

皿
の
拡
大
を
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
職
員
配
置
の
改
善
な
ど
を

図
る
。

〈「
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」
に
つ
い
て
〉

　

二
〇
二
三
年
四
月
七
日
、
内
閣
官
房

全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
本
部
の
下
に
、

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る「
こ

ど
も
未
来
戦
略
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障

改
革
担
当
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
こ
ど
も
政
策 

少
子
化
対
策 

若
者

活
躍 

男
女
共
同
参
画
）、
内
閣
官
房
長

官
の
ほ
か
、
総
務
・
財
務
・
文
部
科
学
・

厚
生
労
働
・
経
済
産
業
・
国
土
交
通
の

各
大
臣
に
、
子
育
て
当
事
者
、
経
済
、

社
会
保
障
の
専
門
家
、
経
済
団
体
、
労

働
組
合
、
自
治
体
の
代
表
者
ら
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　

前
述
の
「
試
案
」
を
も
と
に
、
各
項

目
の
優
先
順
位
や
財
源
の
確
保
策
を
六

月
ま
で
議
論
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

〈「
こ
ど
も
政
策
推
進
会
議
」
に
つ
い
て
〉

　

同
年
四
月
一
八
日
、
こ
ど
も
家
庭
庁

に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
を
会

長
と
す
る
閣
僚
会
議
「
こ
ど
も
政
策
推

進
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、「
こ
ど
も
大
綱
」
の

案
を
作
成
し
、
こ
ど
も
施
策
の
重
要
事

項
の
審
議
・
こ
ど
も
施
策
の
実
施
を
推

進
し
、
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調
整
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
大
綱
」
は
、
既
存
の
「
少
子

化
社
会
大
綱
」「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
大
綱
」「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱
」

と
一
体
的
に
作
成
さ
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
各
省
の
局
長
級
で
構
成
さ
れ

る
幹
事
会
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
は
、

二
〇
二
三
年
三
月
三
〇
日
、
厚
生
労
働

大
臣
宛
て
に
「
厚
生
労
働
省
社
会
保
障

審
議
会
児
童
部
会
放
課
後
児
童
対
策
に

関
す
る
専
門
委
員
会
と
り
ま
と
め
を
受

け
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
お
い
て
今
後

の
施
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
緊

急
申
入
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

と
り
ま
と
め
に
あ
る
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
」

を
切
り
口
に
、「
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

懸
念
す
る
こ
と
」「
今
後
の
施
策
に
つ

い
て
の
要
望
」
を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

要
望
項
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

１
．�
国
の
基
準
や
市
町
村
の
条
例
を
順

守
し
て
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
指
針
」
に
も
と
づ
く
質
の
確
保

を
要
望
し
ま
す

２
．�

子
ど
も
に
安
全
・
安
心
な
生
活
を

保
障
す
る
た
め
に
も
、
市
町
村
の

実
施
責
任
を
明
確
に
し
、
事
業
の

根
幹
を
担
う
専
門
性
を
持
っ
た
職

員
を
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
専
任

か
つ
常
勤
を
ま
ず
は
２
人
以
上
配

置
で
き
る
よ
う
、
運
営
費
の
人
件

費
部
分
の
抜
本
的
な
増
額
を
要
望

し
ま
す

３
．�

子
ど
も
の
育
ち
と
家
庭
の
生
活
を

保
障
し
て
き
た
学
童
保
育
の
実
績

を
信
頼
し
、
施
策
に
当
事
者
の
声

の
反
映
を
要
望
し
ま
す

４
．�

第
二
〇
八
回
国
会
で
採
択
さ
れ
た

「
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
）
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」

は
国
の
責
任
で
具
体
化
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す

　

ひ
き
つ
づ
き
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
一
般
原
則
と
さ
れ
て
い
る
「
生
命
、

生
存
及
び
発
達
に
関
す
る
権
利
」「
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
」「
子
ど
も
の
意
見
の

尊
重
」「
差
別
の
禁
止
」
を
大
切
に
し
て
、

よ
り
よ
い
学
童
保
育
づ
く
り
を
つ
づ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。


